
実車走行実験による調査結果（中間報告）

人数
実車走行実験
実施予定数

男性 女性 計

75歳未満 ６ ４ 10 100人

75
歳
以
上

第１分類 ３ (１) ２(１) ５(２) 25人

第２分類 30(13) ４(４) 34(17) 50人

第３分類 38(17) ８(３) 46(20) 100人

全体 77(31) 18(8) 95(39) 275人

＜表１ 対象者の属性＞

令和元年６月１日から15日までに、高齢者講習受講者95人に対して実車走行実験を実施。
○ 95人の内訳は、75歳未満10人、75歳以上80歳未満46人、80歳以上39人
○ 75歳以上の85人の認知機能検査の結果の内訳は、第１分類５人、第２分類34人、
第３分類46人
※ 年齢は、有効期間が満了する日における年齢

１ 調査の対象者

1

※ ( )内は、80歳以上の人数

資料３
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１回目 ７ 16 11 15 29 19 4 ０ 2 11 ０ 1 48 20 1 17 10 5 54 ０

２回目 5 10 4 24 34 16 2 1 6 9 2 ０ 45 10 ０ 3 4 2 36 ０

３回目 2 7 1 9 17 8 ０ ０ 4 8 1 ０ 38 3 ０ 8 1 5 22 ０

＜表２ 項目別 のべチェック回数（被験者95人に対するチェック回数の合計）＞

２ 実車走行の採点結果等

※ 適切に実施できなかったときごとに、講習指導員がチェック

2

１人当たりの
平均チェック回数

75歳未満
（10人）

75歳以上80歳未満
（46人）

80歳以上
（39人）

合計
(95人）

１回目 2.0 3.0 2.8 2.8

２回目 1.3 2.5 2.2 2.2

３回目 0.6 1.6 1.4 1.4

＜表３ 年齢別 平均チェック回数（被験者１人当たりのチェック回数）＞
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＜表４ チェック回数別の被験者の人数（年齢層別）＞
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＜表５ チェック回数別の被験者の人数（認知機能検査の結果別）＞
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＜表６ 年齢層別・指導項目ごとのチェック回数の分布＞

最大値（ただ
し、外れ値を
除く。）

第3四分位

第１四分位

中央値

平均値

外れ値

最小値（ただし、
外れ値を除く。）

※ ただし、第１
四分位と第３四分
位の計算には中央
値を使用していな
い。

箱ひげ図の見方

※ 「75歳以上80歳未満２回目」の外れ値（やや大きい丸印）
における被験者は２人、それ以外の外れ値における被験者は１
人
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＜表７ 総評の結果（抜粋）＞

指導員
による総評

・ 今回の講習では脱輪、接触が多く見られ、確認も不足している。また、
パーキンソン病により体が動かない上、違う交差点の信号を見て判断する
等、危険な行動が多く見られた。

（第３分類 84歳男性【10回、６回、５回】）

・ 一時停止標識の見落としが多くあった。Ｓ字出口後に逆走したが、しばら
くの間、被験者は気付かなかった。

（第２分類 81歳女性【６回、３回、４回】）

・ 被験者は、３回同じコースを運転した感覚がなく、それぞれを初回と感じ
ている様子であった。危険への感覚は薄く、言葉では基本的な安全確認は、
分かっている様に言うものの、実車指導では行動が伴わない。

（第１分類 89歳女性【２回、１回、２回】）

・ 20～30年ぶりの運転で、指示があって運転ができる水準であり、路上で
運転することは危険である。被験者も運転しないと申し立てているが、運転
免許は持っていたいとの申立て。

（第２分類 80歳女性【３回、３回、１回】）

・ 一度に指示をすると頭が混乱し、運転が上手くできない。
（第１分類 74歳男性【６回、８回、６回】）

・ 全体的に運転操作は問題なし。車庫入れにおいて１回目でポールと接触す
るも、指導後の２回目以降からは確認を行い、問題なく課題を行うことがで
きた。

（72歳男性【２回、１回、０回】）

※ 【】内の回数は、１回目、２回目、３回目の実車指
導でチェックを受けた回数

※ 表における年齢は、受講時の年齢



分類別構成比

よく分かった
だいたい分
かった

だいたい分か
らなかった

全く分からな
かった

未記入 計

75歳未満
（10人）

90.0% 10.0% 0% 0% 0% 100%

75
歳
以
上

第１分類
（５人）

80.0% 20.0% 0% 0% 0% 100%

第２分類
（34人）

70.6% 23.5% 0% 2.9% 2.9% 100%

第３分類
（46人）

84.8% 15.2% 0% 0% 0% 100%

全体 80% 18% 0% 1% 1% 100%

＜表８ 検査方法を理解できたか＞

３ クロックチャート検査結果

分類別構成比

子供 自転車 車 信号機

75歳未満
（10人）

0% 0% 0% 0%

75
歳
以
上

第１分類
（５人）

20.0% 0% 0% 0%

第２分類
（34人）

0% 0% 0% 2.9%

第３分類
（46人）

2.2% 0% 0% 4.3%

全体 2.1% 0% 0% 3.2%

＜表９ クロックチャートを１周回す間に見えなくなった絵描柄＞
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質問事項 年齢 何年か 何月か 何日か 何曜日か 都道府県 市区町村 施設名

75歳未満
（10人）

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

75
歳
以
上

第１分類
（５人）

60.0% 100% 100% 100% 80.0% 100% 80.0% 80.0%

第２分類
（34人）

85.3% 94.1% 100% 100% 100% 100% 94.1% 97.1%

第３分類
（46人）

91.3% 100% 100% 100% 100% 100% 91.3% 100%

＜表10 認知機能に関する質問の分類正答率＞

４ 認知機能に関する質問票
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